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研 究 主 題

体験 的な学習 を通 して主体 的に実践 するカを育て る指導法の工夫

1主 題設定の理由と研究の主な内容

1主 題 設定の理由

最近 の生活で は、生活 に必要 な ものを 自分で作 らな くて も、簡単 に購入 す ることがで きる

よ うにな った。壊れ た ものを修理 を しな くて も、新品 に買 い換 え る方が経済的な場合 もある。

かっての生徒 たちは、家庭 や地域 社会での手伝 いや遊 びを通 して、 日々の生 活 に必要 な も

のを作 り出 し、 それ を通 して初歩 的な技術 を会得 してい った。 しか し、社会 的な風 潮が、必

要 な ものを 「作 る」 ことか ら 「買 う」 ことへ と変 わって くるにつれて、生活 の中で道具を使 っ

て作業 した り、 もの を作 った りす る生徒 た ちの体験 も少 な くな って きた。

それに伴 って、生徒 たちが身 に付 けて いる生活 に必要 な技術 も低下 して きた。 そ の結 果 、

木材 を使 って木 箱が作れ ない、簡単 な修理 がで きな い、野菜 や果物 の皮 がむけない、 ガスコ

ンロに点火 で きな い、炊飯 がで きない とい う現象 も、数多 く見 られ るよ うにな って きた。

生徒 の中に は、直感的 で感覚 的な作業 や製作 はで きて も、実用 的で機能的 な ものを正確 に

作 る ことがで きな くな ってい る。合理 的な思考 や行動 によ って、生活 を工夫す る方法 が分 か

らな くな ってい るように感 じられ る生徒 もい る。

生徒 たちの生活環 境が大 きく変化 す る中で、道 具を使 って ものを作 った り、工夫 しなが ら

作業 を した りす ることは、 これか らの社会 で生 きて い くための基礎 ・基本 で もあ る。 この よ

うな実践的 な力 を育 て る学習 を工夫 す ることは、 これか らの技術 ・家庭科 において、 ます ま

す重視 され る指導法 で ある と考 える。

これ か らの学校教 育 にお いては、生涯 を通 じて社会の変化 に主体的 に対応 し、 た くま しく

生 きる人間 の育成 が強 く求 め られてお り、本年度 は、共通研究主題 として 「主体 的な学 習活

動を通 して、生 きるカを は ぐくむ指導 の工夫」 が取 りあげ られ た。 この共通研究主題 の趣 旨

をふ まえて、技術 ・家庭 科で は、本研究 のね らいを、生 活 に必要 な基礎的 な知識 と技術 を習

得 させ、 その学習 を通 して家庭生活 や社会生活 とのかかわ りにっ いて理解 を深 あ、生活 の充

実 ・向上 を図 る能力 と実践 的な態度 を育成 す ることと した。

以 上 の ことをふ まえて、本部会で は、「体験 的 な学習 を通 して主 体 的 に実践 す る力 を育 て

る指導法 の工夫」 を研究 主題 と して設定 した。

2各 分科会の 内容

(1)木 材加工分科会 木製品 の製作過程 において治具 を活用 させ ると ともに、 その設計 と製

作 を通 して、基礎 的な技術 を習得 し、生徒 が主体 的 に実践 す る力 を育て るための指導方法

につ いて の研究 を進 めた。

(2)食 物分科会 副主題 「生徒 が 自分 の力でバ ランスの よい食 生活 を営む ことがで きるため

の指導 法 の工夫」

自分の食生活 を見 直 し改善 しよ うとす る実践力 の育成 を 目標 と し、生徒 の興味 ・関心 を

高め る導入や教材教具 の工 夫を した。
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皿 研究の内容

「木材加工」

1研 究 の構想

(1)研 究 のね らい

主体 的に実践 す る力を育 て るた めには、 目的 や課題が明確 であ り、 それが生徒 に とって

必要 と感 じるとともに興味 ・関心 ・意欲を もって取 り組 める ものでなければな らない。 製

作す る作品 を生徒 に 自由 に選択 させ る方法が ある。 この場合、 よい物 を作 ろ うとす る意欲

は高 ま るが、 デザイ ンに力が入 って しまい感覚的 な作品 にな って しま った り、製作 に時間

がか か りなが らも、製作 の基礎 的 な技術の定着が不十分 にな って しま う場合 があ る。

技術 ・家庭科 の授業 で は、製 作品 のデザイ ンの美 しさ も重要 であ るが、 それ以上 に構 造

や材料 の加工方法 、組 み立 てな どの基礎的な技術 を しっか り身 に付 けさせ、 目的や課題 を

達成す るために、 身 に付 けた技 術を生か し、生徒が 自 ら考 え試行錯誤 をす るな ど して、 問

題を解決す る能力 を育成 す ることを重視 したい考 え る。

そ こで本研究 では、木材加工 で使え る治具 の設計 ・製作 を通 して、 デザイ ンよりも正 確

さや機能性 が大切 な場 合があ ることを理解 し、進 んで製作 を工夫 す る実践 的な態度 の育 成

を研究 のね らい と した。

② 仮説 の設定

研究 を進 めるに当た って、生 徒が木製品の設計 ・製作 に主体 的に取 り組 むため に、治具

にっ いて考 える場 を どの ように設 けるか とい うこ とと、治具 の発想 か ら設計 ・製作 までの

教 師 の指導 ・援助 の在 り方 が大 きな課 題 とな った。 そ こでまず、治具 の存在 と機能 や必 要

性 にっ いて、生徒一人一人 に強 く印象付 ける導入 の授業を取 り入れた。次 に、治具の設計 ・

製 作 に関 して生徒 が 自 ら考 えた り体験 した りして、学習が進 め られ るよ う、教 師のかかわ

り方を検討す る ことに した。

そ の上で、木製品 の製作過程 で使 用す る治具 の設計 ・製作 を木材加工 の学 習過 程 に取 り

入 れ、治具 に対 して様 々な角度 か ら考え る思 考力 や、 その思考 を統合 して解決 を図 る判断

力 と、判断 した結果 を具現化 す る技術 的な能 力 を育て る ことが、主体 的な実践 を促すで あ

ろうとい う仮説 を設定 した。

(3)研 究の進 め方

① 治具の機能 と必要性 を強 く意識付 けるため の導入授業 の在 り方

② 授 業研究(検 証授業)

③ 設計 ・製作 に適 した治具 と作業工程 の工 夫

④ 授 業研究(検 証授業)

⑤ 研 究の まとめと今後 の課題

※上記 の研究を進 め る過程 において は、次 の ことに留意 した。

・生徒の考え る場面 の設定

・指導者の適切 な指導 ・援助 の在 り方

・授 業 にお ける環境 の整備
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2治 具 の製 作を取 り入れ た年 間指導計画(合 計授業時数35時 間)

指 導 項 目 指 導 内 容 授業時間

1.木 材 と私達 の生活 日常生活の身近にある木製品の観察 1

2.木 材の特徴と性質 木材の断面 ・組織 ・強さ ・変形などの特徴 2

3.設 計 機能 と構造、接合、製作図のかき方など 8

4.治 具 についての導入 治具の必要性 ・重要性について ※指導事例1 2

5.製 作 けが き ・切断 ・部品加工 ・組 み立 て ・塗装 21

6.木 材資源の有効利用 木材の有効利用 と学習を振 り返 って 1

上記 に示 した年 間指 導計画 の中で、製作 の過程 で行 われ ると考え る治具 の指導例 を以下 に

まとめる。

製作項 目におけ る治具 の指導

指導内容 作業での治具の発想へ とっながる指導例 (その他の)治 具の例

けがき 図面上で同 じようなけがきを行 う箇所が多 くある場合。

↓

型紙を作 り使用する。

直定規

型紙

切断 けが き線 にそ って切 る。切 り口の断面 を直角 にす る。

↓

けが き線 にそ って切 れ るような治具(あ て木)を 使用 す る。

あて木

切 り枠

部品加工 (かんながけ)仕 上がりの寸法を簡単に確認するには。

↓

寸法にあわせた検査用治具を使用する。

木口台

(穴 あけ)同 じ位置に正確に穴あけするには。

↓

穴あけ用の位置決め治具を製作する。

※本研究の 「治具についての導入」にあたる。

組み立て 材料のずれを防 ぎ、 くぎを打っには。

↓

材料を固定できる治具を使用する。

※指導事例2・3

固定用治具
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3治 具 につ いて

(D治 具 とは

木材加工 に限 らず、物作 りの経験が少 ない現代 の中学生 に とって、作業 を正 確 に行 うこ

とは非常 に難 しい ものであ る。 素晴 らしい作品 を設計 し作業 に取 り掛 か るが工程 が進む に

っれ 「思 い通 りに材料 が切断で きない」、 「正確 に削 れない」 な ど様 々な問題が生 じ、結果

と して仕上 が った作 品が気 に入 らない こと もある。 しか し、 「治具=治 工 具」 と呼 ば れ る

補助工具 を使 うことで、材料 を固定 し、 自動的 に位置決 めがで き、 工 具 を案 内す るな ど、

効率 よ く安全 で正確 な作業 が進 め られ る。治具 は作業 のそれぞれの行程 にお いて、そ の場

で臨機応変 に作 られ るたあ、 これ とい って定 ま った形 の工具 で はない。 もち ろん、同 じ作

業工程で も、製作 す る もの によって、異 な った形状 の治具 を使 うことになる。 このよ うに、

製作 のあ らゆ る場面 にお いて、精度 の高 い製品 を作 るための補助工 具を 『治 具」 と呼 ぶ。

② 簡単 な治具 の紹介

① 切断用治具

の こぎりで45度 に切 る場 合 に使 う治具で あ る。底板 の両端 に枠 とな る板を垂直 に接 着

し、 あて木 を使 って45度 の切 り込み を入れ た もの。

繋・誕

満

柵麟
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マ欝

熱

盤 ・ 製 .鋲＼

、
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く寿

i

旨

轟鎌
、灘 鐸講

② 切削用治具

45度 の角度 を持 った木 口を削 るための治具 であ る。平 面の台 に直方体 の横木 を45度 に

接着固定 した もの。
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4指 導事例

本研究 においては、生徒 の主 体的 に実践す る力 を育 て るため に、治具を設計 ・製作 し、活

用す る体験的学習 の場 を設 定す る こととした。治具 に関す る体験 的学 習を通 して、生徒 の主

体的 に実践す る力 を育 て るためには、教師が どのよ うに指導 し援助 して い くのか とい うこと

が重要で ある。 そのために、次の二点 を授業展 開にお ける研 究課題 と した。

① 生徒が治具 にっ いて 自 ら考 え理解で きるよ うにす ること。

② 生徒 の発想 を生 か した治具 を設計 ・製作 で きるよ うにす ること。

この二っ の研究課題 に対 応 して、製作 の導入段 階での体験的学 習の場 と、製作 の過程

段階で の体験 的学 習の場 を設定す る こととした。 なお、 製作 の導入段階での学習内容が、

製作 の過程段 階での学 習 に生かせ るよ うに、導入段 階での学 習 には、教師が意図的 にか

かわ るよ うに した。

(1)指 導事例1(導 入段 階での指導事例)

① 指導 の目的

治具 とい う補助工 具 にっ いて の知識や学習経験 が ほとん どない生 徒 の実態 をふ まえ、

製作の導入段 階において、治具 の存在 とその効果 について、強 く印象 付 けるよ うな体験

的学 習の場 とす ることを、 導入段階で の指導 の 目的 と した。

②.題 材

指導 の 目的 に適 す る題材 を探 るために、「けが き」 「切 断」 「穴 あ け」 にっ いて題 材 開

発 を進 め た。 その結果、治 具 と して シ ンプルで視覚 的な印象 も強 く、治具 の存在 と効果

を強 く印象付 け ることがで きる 「穴あ け」用 の治具 を題材 と した。

「穴 あ け」 の作業 は、全員 が同 じ寸 法の木片 に、 同 じ寸法 でけが きを させ、2っ の穴

をあ ける。 各 自が同 じものを正 確 に加 工す る ことがで きたかを確認 す るために、生徒 そ

れぞれが2っ の穴 をあけた木 片を、 グル ープ ごと(作 業 テー ブルを基本 とした4～5名)

にボル トで ジ ョイ ン トさせ るものであ る。

③ 指導 の内容 および留意点

この導入 段階で の指導計画 は、計2時 間 と した。

1時 間 目において は、治具 を使 わず に、生徒一人一人 が図面通 りに、 けが き ・穴 あけ

作業 を行 い、 どれだ け正確 に加工 で きたか を確認 させ る ものであ る。 治具を使用 しない

場合、各 自が同 じものを正確 に加工 し製 作す る ことの難 しさを体験 的に知 ることを、1

時間 目の 目的 と した。

2時 間 目にお いて は、各 自が同 じものを正確 に加工 し製作 す ることの難 しさを体験 し

た前時 の学 習をふ まえて、治具 を使用 す ることによ って、正確 かっ簡単 に誰 で も同 じも

のを加工 し製作 で きる ことを体得 し、治 具の存在や その効果 などの基礎 的な知識 を知 ら

せ る ことを2時 間 目の 目的 とした。 なお、 製作の過程段階 での指導(生 徒 自身 による治

具 の発想 ・設計 ・製作)を 念頭 に置 き、2時 間 目にお いて使用す る治具 は、使 用方法が

簡単で正確 に加 工で きる ものであ ることと、生 徒 自身が製作 で きるものであ ることが必

要で ある。
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④ 授業 の展開(計2時 間分)

項 目 指 導 内 容 生徒の学習活動 指 導 上 の 留 意 点

導 本時の学習内容の提示 説明 を聞き、課題を知 る。 穴あけの図面 は、事前に板書 して

入 ワ ー ク シ ー トの 配 布 お く。

ボール盤 に関する説明 ボール盤の使用方法や作 正確な加工例を提示する。
10

分 と示範 業手順を知 る。 安全 には十分留意 させる。

第 展 課題に応 じた加工 けが き作業 を行 う。 作業の安全を確認 しなが ら、机間

1 開 穴あけ作業を行 う。 巡視 す る。

時 加工結果の確認と発表 各 グループ毎 に、木片 が あけた穴にボル トを通 して木片を

間 何枚通るか確認 し、発表 ジ ョイ ン トす る。(次 時 に向 け失
25

目 分 す る 。 敗が多い方がよい)

ま
と

加工結果の検討 感想や失敗の理由、改善 別の治具を参考に提示する。

め の工夫を記入 し発表する。 正確な加工の難 しさを印象付ける

ワ ー ク シ ー トの 回 収 時間が不足 した場合は、次時まで
15

分 次時の予告 次時の課題を知 る。 の課 題 とす る。

導 本時の学習内容の提示 説明を聞 き、前時をふま 前時での生徒の発想をもとに事前

入 と前時の確認 えた本時の課題を知 る。 に製作 した治具を提示する。

生徒の工夫例の紹介
10

分 ワ ー ク シ ー トの 配 布

展 治具の使用方法の説明 治具の使用方法や作業手 安全には十分留意させる。
第

2
開 と示範 順 を知 る。

治具を使用 した加工 治具を利用 し、穴 あけ作 作業の安全を確認 しながら、机間
時

業 を行 う。 指導す る。
間

加工結果の確認と発表 木片が何枚通るか確認し、 前時 との比較 をさせ る。
目 25

分 発表 す る。

ま
と

治具に関する説明 治具 という補助工具の存 生徒が製作できるような治具 とそ

め 在 とその効果を知 る。 の材料を提示する。

学習内容の確認 授業の感想を書 く。
15

分 ワ ー ク シ ー トの 回 収

⑤ 評価(計2時 間分)

○治具 を使用す る ことで正確 かつ簡単 に同 じものを加工 し製作 で きることを体験 し理解

す ることがで きたか。

○治具 とい う補助工具 の存在 やその効果 な どの基礎的 な知識 を知 ることがで きたか。

※ ワーク シー トへの生徒 の記入 内容 にて確認す る。
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⑥ 考察

本事例 は、治具の存在 と効果 につ いて、強 く印象付 け るような体 験的学習 の場 とす る

ことが、指導 の 目的で あった。第1時 間 目に行 った治 具を使用 しな い穴 あけと、第2時

間 目に行 った生徒 の発想 を生か した治具 を使用 しての穴 あ けで、 ボル トで ジ ョイ ン トで

きた木片 の枚数 の結果 は、下記 の表 の通 りであ った。

班名 1班 2班 3班 4班 5班 6班 7班 8班 9班

班の人数 5名 4名 5名 4名 4名 5名 4名 4名 5名

第1時 間 目 2枚 3枚 3枚 4枚 4枚 3枚 4枚 3枚 4枚

第2時 間 目 5枚 4枚 5枚 4枚 4枚 5枚 4枚 4枚 5枚

上 記 の表 の よ うに 、 治 具 を使 用 しな い第1時 間 目 は、 同 じ材 料 ・同 じ寸 法 ・同 じ機 械

で あ った に も関 わ らず、 う ま くジ ョイ ン トで きな い班 が 多 く、 全 員 の 木 片 が ジ ョイ ン ト

で き た班 も無 理 に ボ ル トを 入 れ て い たが 、 治 具 を使 用 した第2時 間 目 は、 ど の班 も全 員

の 木 片 を ス ム ー ズに ボル トで ジ ョイ ン トで きた。 す べ て の木 片 が ジ ョイ ン トで き、 驚 き

の 声 や 歓 声 が聞 こえ て くる班 も見 られ た。

単 純 な作 業 で あ りな が ら、 生 徒 た ち の喜 ぶ 姿 や

残念 が る表情 を見 る ことが で きた こと は驚 きで あ っ

た。 効 率 よ く正 確 な作 業 を した い と い う気 持 ち が

芽 生 え 、 そ の た め に考 え 工 夫 しよ うとす る こ との

大 切 さ を体 験 的 に学 習 した 製 作 の導 入 段 階 で の本

事 例 は、 今 後 の学 習 に も生 か され る と感 じ られ た。

(使 用 した治具 ・生徒 の感 想 ・治 具 の発想 を紹 介 す る)

生 徒 の 治 具 の 感 想

似 矧 が秘 て 右、イ蝦 齢 わて1'1献 、

ヂフ1んプ丸ん ヒ「で 至3わuう 、

っが トや すが っ九 。

デ台 ・累 〔・い 遊 」異1蛎 しドレ 哨 ポ)も ・-Et-r-・・"馳働1

"9〈 穴尽・、疸 阜 ノ 兄 咳 飛■ ・まじ1セ∂

ぐうい う 治 製 ・・鈴 随 魅 飯'):'tてtl59ぐ7・ 勢

aで7rん 与 瓦 ζん な
・艘.墾 考:/.・2と・、い じ職

生徒の穴あけ治具の発想

1人 ヤf暴 和Fや ・ ■

そ 杁k劇 お せ ・て

噌 穐 おv}b。

板(穴 敏"3七 の旋

固鶴 るモφ

盛　

一8一



(2)指 導事例2(製 作過 程での指導事例A)

① 指導 目的

木材加 工の製作 にお いて・能率的 に作業 を進 め るとい うことは最 も重要 な要素 の一 っ

であ る・ その ため に治具が活用 されて いる。 したが って・治具 について学 び、治 具を活

用 す ることは、木材加工の学習 において重要 な意味 を もっ もの と言 え る。 また、生徒 が

自らの作業 に応 じて治具を設計 ・製作す る ことは、生徒 の考 え る力 を養い、加工 技術 の

習得 を図 ることがで きると考え る。生徒一人一人 の発想 を生 か し、技術 の向上 を 目的 と

して以下 の授業 に取 り組 ん だ。

② 題材

木材加工 全体の作業内容 と して は、一枚 の板(1200×220×12mm)か ら、 生徒 一人 一

人 が 自分 に必 要な ものを設計 ・製作す る ことであ る。 その製作 の過程 で各 自が必 要 な治

具 につ いて考え、その製作 を行 うものとす る。作業工程 と して は、 まず設 計 と して各 自

が作 りたい ものを構想図(キ ャビネ ッ ト図 または等角 図)に まとめ、材料 の大 きさを考

慮 しなが ら全体の寸法を考 え部品図 を作成 し、材料 にけが きを行 い、 部 品取 り終 了後 、

組 み立 て行程 に際 して各々必要 な治具 について考 え、設計 ・製作 を行 う。 作成 した治具

を用 いて本来 の題材 の組み立て を行 い、 その活用性 や有効性 について検証 す る。

③ 授業 の展 開

(a)治 具 の設 計

数名 の生徒 が部品取 りを終え た時点 で一時各 自の作業 を中断 し、組 み立て用 の治具

につ いての設 計を行 った。組み立て用 の治具 について は、板 と板 とを直角 に接合 させ

るために必 要な もの に限定 し、各 自にどのよ うな治具 が

あれ ば能率 的かっ正 確 に作業を進 める ことがで きるかを

発想 させ、構想 図 にまとめる ものと した。 なお、発想 の

段階で生徒 同士が相談 して考えを深 める ことも認 め、1

時間 をその時聞にあてた。

板 と板 とがずれな いように固定す る もの とい う発想 が

多 くの生徒 か ら出 されて いたが、中 には くぎを曲げずに

打っ ための ガイ ドとな る治具を発想する生徒 も数名いた。

(b)治 具 の製作 図1生 徒による構想図

本来 の自分 の作業 にお いて、部品取 りの終了 した生徒 か ら、治 具の製作 に取 り掛 か

る。極端 に複雑 な構造 の治具 につ いて は構想図 をま とめた段 階で ア ドバ イ スを与 え、

製作 につ いて も必要 に応 じて、教師が補助 を行 うな ど教 師のかか わ り方 を工 夫 して、

生 徒が独 自の治具を完成 させて い くよ うに した。

(c)治 具の活用

治具が完成 した生徒 か ら、実際 に治具 を使用 し組 み立 て作業 に入 り、治具 の完成度

を確か める。 その際、 自分の製作 した治具 だけでな く、他 の生徒 の製作 した治具 を互

いに使 用す ることにより、治具の有効性 をよ り多 く実感 で きるように配慮 した。また、

生徒 の発想 を参考 に教 師の製作 した治具 も自由に使 わせ、それ ぞれ の作業 にお いて、
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ど の よ うな治 具 が最 も使 い や す いか を 、 生 徒 が 体 験 的 に学 ぶ もの と した。

④ ま と め

今 回 の治 具 の設 計 ・製 作 で は、 作 業 を 進 め る に 当 た って 、 作 業 用 の プ リン ト(図2参

照)を 用 意 した。 プ リ ン ト中 の ア ンケ ー ト結 果 に よ る と、 組 み立 て作 業 に 関 して は生 徒

全 体 の 約75%が そ の作 業 を 苦手 と して お り、 一 番 苦 労 す る点 と して は次 の よ うな も の が

挙 げ られ た。

・くぎを打っ と きに板 がずれて しま う。

・くぎが真 っす ぐに入 らず曲が って しまう。

・板の大 きさが合 わない。

また 、 今 回 の治 具 に 関 す る作 業 にお い て は以 下 の3っ を ポ イ ン トと した。

a

b

C

治具についての知識を習得 し、その重要性を理解することができたか。

必要とする治具の発想に意欲的に取 り組み、考えることができたか。

効果的な治具を製作 し、活用することができたか。

(a)につ いて は、導入 の段 階で、様 々な

作業行程 に関す る治具 の種類 を資料 を も

とに提示 す ることや、実際 に治具 を使用

す ることによ り、 ほ とんどの生徒 が各 自

の 自己評価 の中で、 その重要性 について

は十分 に理解 し、知識 を習得 す ることが

で きた と して いる。

(b)にっ いて も多 くの生徒 が意欲 的に取

り組 む ことがで きた としてお り、実 際に

自 らの考 えの中で、様 々な形 の治具 にっ

いて独 自の発 想 を行 い、実用性 の高 い治

具 の発想 を行 うことので きた生徒 も数名

いた。

(c)について は、教師か らのア ドバイ ス

や補助 を行 うことで、各 々の治具 を完成

させ た。効 果的 な治具の完成 については

各 自で評価 は別れ た ものの、治具 その も

のの活用 について は、多 くの生徒 が次 の

よ うな感想 を持っ ことがで きた。

一
一一 コ

図2作 業用プリン ト

・治具 を作 るの は大変だ ったが、使 ってみ るとスムーズに作業がで きた。

・きれい に仕 上 げる ことが で きた。

・思 った よりも正確 に くぎ打 ちがで きて良 か った。

・楽 だ った。
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(3)指 導事例3(製 作過程 で の指導事例B)

この指導事例3で は、導 入段階での指導 を生か して、生徒 自身 が主体 的に治具 の発想 や

設計 ・製作 に取 り組 み、完成 した治具を活用 して、実践 的な学習 がで きるだけ可能 にな る

よ うな題材 や指導法 の工 夫を行 った。

① 指導 の目的

生徒が今 まで学 んだ治具の知識 を生か し、木製品 の製作過程で使用 で きる治具 を、 自

ら実際 に設計 ・製作 し、製作 した治 具を活用す ることを指導 の目的 と した。

② 題材

実用 に耐 える治具 を生徒 が 自ら設 計 ・製作 す るためには、加工上 の精密 さな どかな り

高度 な工作技術が必要 であ る。 その一方 で、比 較的容易 に製作で き るものでない と、 か

え って作業 の効率化 など治具 を学習 す る効 用が薄れ る ことにな り、生徒 に治具 の有効 さ

を実感 させ る ことが難 しくな る。 それ らの点 を考慮 し、中学生の技術力で も充分設計 ・

製作 が可能 な題材 の開発 を進 め、治具 の役割 の うち比較的具体化 の しやす い工作物 の保

持 ・固定 に注 目 し、「くぎ打 ち用固定治具」 を題材 とした。 さ らに、 生 徒 の発想 が具体

的に確認 で きるよ う紙製 の模型製作 を取 り入 れた。

この 「くぎ打 ち用 の固定治具」 は2枚 の部材 をT字 型(直 角)に くぎ打 ちす る際、板

を垂 直に保持 ・固定す る もので、入手 が容易 で加 工 しや す い厚 さ0.5mmの 亜 鉛 メ ッキ鋼

板 を材料 と して選 んだ。

③ 指導 の内容 お よび留意点

製作段 階での指導 計画 は3時 間 と した。

01時 間 目

(a)治 具 を用 いずに2枚 の部材をT字 型(直 角)に くぎ打 ち して見せ、 いか に作業が不

安定 にな るかを示 す。

(b)こ の不安定 さを解 消す るための治具 の条件 として、 「材料 を垂直 に維持 で きること」

「2枚 の板を きちん と固定 で きる こと」 「材料 の亜鉛 メ ッキ鋼板 で製作可能 な こと」 の

3っ の条件 を提示 す る。

(c)生 徒 の発想 がその場 で具体 的に確認で きるよ う、授業 で製作途 中の題材 の部材(厚

さ10mm)と10mm方 眼の工作 用紙 を配布 す る。治具 の模型 を製作 す る。

(d)生 徒が設計 ・製作 した模型 の数点 を例 に取 り、 それぞれの長所 ・短所を生徒 が述べ、

優れ た発想 を整理 し、 さらに改良 した模型 を製作す る。

02時 間 目

(a)前 回製作 させ た模型 を紹介 し、 さ らに実用 に耐 え うるよ う寸法 や形状 な どを改良 し

た完成品を提示 し、機能 な どの説 明をす る。

(b)部 品図 と材料を配布 し、模型 を実 際 に製作 す る。

03時 間 目

(a}完 成 した治具で実際 に くぎ打 ちを行 う。

㈲ 感想 を ワークシー トに記入す る。

指導 上の留 意点 は、 いか に生徒 の発想 を重 視 し、 ひとっ の治具 として具体化 させ る
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かであ る。 そ のためには、常 に生徒 の模型作 りの作 業の進行状況を把握 し、生徒 の考

えた優 れた発想 を取 り上 げ、教 師の評価 を加 え、再 び生徒が考え る授業 の流 れをっ く

ることが大切 であ る。生徒 の作 った着想 の よい模型 を適時紹介 した り、生徒 の発想 が

なかなか浮か ばない場合 に は、試作 品を見せて発想の 出発点 にす るな どの工夫 が必要

であ る。 また、一番優 れた作 品を採用 す ることを示 し、生徒 の向上心 や意欲 を高 め る

の も効果的で あ る。最後 に生徒 の発想 を ひとっ の治具 と して製作す る際、 その治 具 の

どの部分 に生徒 の発想 が生 か されてい るか充分 に説明 す ることで、 自分 たちが主 体的

に設 計を行 って きた ことを再認識 してか ら製作 に入 る必要 があ る。

④ まとめ

(生 徒 の感想 か ら)

・設計す る際、使用 す る人 の便利 さや安 全面 を考 え、 な るべ く小 さく し、 角な どで皮膚 など

を切 らないよ うに した。

・最初考 えていた形 はTの 字の上の板 を上下 か ら支 えない とい けない と思 って たけど、上 だ

けで もよか った。 上だ けで もで きたとい うことに気 づいた。

・最初作 るときは簡 単 と思 って いた。 だけ どや ってみ るとかな り難 しか った。 どの部分 をな

くせ ばよいか、 どの部分を工夫す れば固定 で きるのか、考 え るのが大変だ った。

・いろいろな模 型が い っぱいっ くれ た。何通 りもあ ることがわか った。 しっか り固定 で きて

も形 が大 きい と じゃまになる ことがわか った。

・便利 なんだか不便なん だか わか らなか った(治 具 が うま く板 にはま らなか った)。

この指導事 例で は10m皿方眼 の工作用紙 を用 いた こと、比較的発想 の しやすい治具 の設

計 を行 わせ ることで、面倒 な寸法計算 も設計 図 も必要が な く、 ほ とん どの生徒 が抵抗 な

く課題 に取 り組 めたよ うであ る。一番優 れた ものを採用 し、 みん なで作 るとい った こと

を最初 に取 り決 めた ことも効果 があ った。

今後 の課題 と しては上記 の感想 の ように、生徒が 自分で製作 した治具 が、加 工技術の

未熟 さか ら使用 で きない場合 があ ることであ る。 また、発想 は優 れてい るが生 徒の力で

は完成 が難 しい場合 も考 え られ る。 その対 応 と して教師が部分 的に製作 した り、治具 に

よ って は全体 を製作 す る必要 があ る。 その場合で も、結果的に教師の製作 した治具 を使 っ

て作業す る ことにな って も、 生徒の発想が充分 に生 か されてい ることを認識 させ る必要

が ある。
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5研 究の まとめと今後 の課題

〈1>研 究の ま とめ

木材加工領域 の学習 に治具の設計 ・製作 を位置付 け、体験的学習 を通 して主体 的 に実践

す る力 を育 て る指導法 の工夫 に関す る研究 を行 った。研究 を進 め る中で、 クラス によって

治具の設計 にっなが る発想 に、差が表れ た。多 くの生徒 が意見 を述 べ、発言 が多 い活発 な

クラスで は治具 の発想 もいろいろと出 され た。 しか し、発言 が少 ない クラスで は、治具の

発想 もあま り出て こない。 この よ うなク ラスでは、授業 を盛 り上 げ る教 師 の働 きか けや、

よ り多 くの発想 が出て くるよ うに授業 の導入 や展開 を工夫 す る必要 があ る。 さ らに、生徒

が治具 を発想 しやすい ように、材料や部品、工具 な どをあ らか じめ生徒 に示 すな どの配慮

も必要 であ る。 その上 で、生 徒か ら出 された様 々な発想 を具体化 す るたあの、教師 の指導

や援助 の工 夫 も大切 であ る。

また、製作 の各工程 ごとの治具 の工夫 では、治具 にっいての導 入授業で一度経験 してい

るため、生徒 の治具の発想が比較的早 く簡単 に出て くるようにな った。逆 に、今 までの延

長上 の ものが多 く、新 たなパ ター ンが 出て こない とい う面 も見 られ た。 それで も導入授業

で穴 あけの治具 を学 習 した クラスで は、本題材 の穴 あ け加 工で効果的な作業 を行 っていた。

治具 の設 計 ・製作 を取 り入 れる ことで、作業 時数 が増加 す るとい う心配 もある。 そ こで

あま り複雑 で はな い治具 の製作 を取 り入 れて、有効 な学 習を少な い時間で行 えるよ う工夫

した。例 えば、すべて の作業行程で治具 の設計 ・製 作を行 うので はな く、治具を紹介する、

教員 が準 備 した治具 を使 わせ る、治具 を考 え させ る、治具の模型を作成す るなど、段 階的

に治具 の製作を行わせ るよ うに した。以上 のよ うな点 に配慮すれ ば、規定 の時間数 の中で

も、治具 を取 り入れ た指導 は可能 であ る。

治具 の設計 ・製作 を授業 の中に取 り入 れた ことは、製作 をよ り正確 によ り能率 的 に行 う

面 で は、 よ い効果が得 られた。木材加工 の基礎 的な技術が身 に付 いていなければ正確 な治

具 を作 ることはで きないので、生徒 も治具 の製作 にお いて木材加工 の基礎的 な技術 の学 習

に取 り組 み、 自分で考 えなが ら作業 を行 って いた。 さ らに、場面 に応 じてどのよ うな治具

が必要 か、生徒が興味 を もって 自分 自身 で考 え るよ うにな った。 このよ うな姿勢 が、1年

生 の段 階か ら培われ ることは、領域 を越 えて、今後 の技術 ・家庭科 の学習 や、 これか らの

生活 の中で、主体的 に物事 を考 え実践 的 に問題を解決 しよ うとす る力 を育成 す ることにっ

なが ると考え る。

(2>今 後 の課題

治具 につ いて の導入授業 において、 今回 はボール盤 によ る穴 あけ用治具 の設計 ・製作を

行 ったが、今後 とも教材研究 を一層進 め、生徒が技術 ・家庭科 で学 習す る基礎 的な知識 と

技術 を効 果的 に習得 で きるような、治 具 に関す る学習 内容 や指導法 を検討 してい く必要が

あ る。
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「食物領域」

副主題 「生徒が 自分 の力でバ ランスのよい食生活 を営 む ことが で きるための指導法の工夫」

1副 主 題設定の理由

家事 の社会化が進 み、簡単 で便利 な食品を手 に入 れる ことが容易 にな り、家庭 で食事 の た

あにか ける時間 は減少傾 向にあ る。

健康 にと って 「手作 りの食事」 が良 いとは分か っていて も、多忙 な生活 の中で は加 工食品

や調理 済み食品 を用 いる ことは、否 定で きない ものがあ る。 しか し、 このよ うな食品 に含 ま

れ る添 加物 の有無 や栄養価 な どは不 明瞭 な もの も多 く、健康 に与 え る影響 を判 断す る ことは

難 しい ことで ある。

生徒 が学習す る 「食物」領域 の中で も栄養素 の働 きな どは、生徒 の興 味 ・関心が高 ま りに

くいところが ある。 さ らに生徒 の実 態 は、便利 さだけを優先 して空腹 だ けを満たす よ うな食

事 を とって いる場合 もあ る。 この ような ことか ら栄養 のバ ランスを考 え、一食 分 を整 える こ

とを基 本 に一 日分 の食事 の と り方 につ いて理解 し、実 際の生活 の中で実践 で きる力 を身 に付

けることが重要 である と考え る。

そ こで、生徒 が自分 の食生活 の実態 をふ まえ、食 品添加物 の使 用の少 な い物を選ん だ り調

理済 み食品等 を用 い るときには、不足す る栄養分 を補 うために 自分 で調 理 した ものを加 えた

り しなが らバ ランスのよ い食生 活を 自分 自身で考 え実践 で きるよ うにす ることが を大切 であ

ると考 え た。

本研 究で は、生徒 が生 活の中で食事 の果 たす役割 の重要性 とよ りよい食事 の取 り方 につい

て考え、一 日分 の献立 を作成す ることや用途 に応 じて適切 に食 品を選 択 し活用で き るよ うに

し、実際 の生活 の中で実 践す る力を身 に付 け られ るよ うな指導法 の工夫 にっ いて深 め ること

と した。

2研 究のね らいと方法

(1>研 究 のね らい

①必 要 な情報 が分 か り、収集 し活用す る ことがで きる。

(現 在 の食生活 の実態 を理解 し、食品 の栄養 的特質 を知 る。)

〔問題意識 を もっ力、学 ぼ うとす る力を育て る〕

② 健康的 な食事 の在 り方 が分か り、食品 を適切 に選択 で きる。

(適 切 な食品 を選 ぶ ことがで きる。 日常 の食事 内容(栄 養)の 点検がで きる。)

〔判断 す る力を育 て る〕

③体 験 した ことや学 んだ ことを毎 日の生活 に生 かす ことがで きる。

(情 報か ら得 られた ことや調理の技術 を実際 の生活 に生 か し、工夫す る ことがで きる。)

〔実践 す る力を育 て る〕

② 研 究 の方法

①導 入 の工夫…… …生徒 の興 味 ・関心 を喚起 し、学 習のね らいがわか るよ うにす る。

②体験 的 な学習 の工夫 ………学 習の課題が 自分 の課題 と して とらえ られ るよ うにす る。

③実 践す る力 を養 うための工夫 ………今 まで学習 した ことを実践 に生 か せ る よ うにす る。
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3研 究の構想

生徒の実態

生活体験が少ない。

食生活に対する知識が不

足 している。

実践する力が不足 してい

る。

期待する

研究の成果

食生活 に関心をもっ。

自分の食生活の課題をっ

かむ。

必要な情報を収集できる。

食品を適切に選択できる。

学んだことを日常生活に

生かせる。

共通研究主題

体験的な学習を通 して

主体的に実践する力を育

てる指導法の工夫

研究主題

生徒が自分の力でバラ

ンスのよい食生活を営む

ことができるための指導

法の工夫

研究のね らい

技術 ・家庭科の目標

自らの食生活に目を向

け、課題を見付 け、より

よい食生活を営むことが

できるよう主体的に判断

し、実践できる生徒を育

成する。

そのために、次の3点

を生徒が身に付けられる

ようにする。

1問 題意識をもっ力や

学ぼうとする力を育て

る。

2判 断する力を育てる。

3実 践する力を育てる。

生活に必要な基礎的な

知識と技術の習得を通 し

て、家庭生活や社会生活

と技術とのかかわ りにつ

いて理解を深め、進んで

工夫 し創造する能力 と実

践的な態度を育てる。

「食物」領域の目標

日常食の調理を通 して、

栄養及び食品の性質と選

択について理解 させ、青

少年にふさわ しい食事を

計画的に整える能力を養

う。

研究の方法

1導 入の工夫

生徒の興味 ・関心を呼び起 こす資料やワークシー トを工夫 し活用する。

2体 験的な学習の工夫

身近な題材を設定する。話 し合いや発表等グループ単位で行 うなど学習形態を工夫する。

生徒同士の相互理解や相互評価を深ある。

3実 践する力を養 うための工夫

学習のまとめとしての調理実習を工夫 し、献立に関する学習が理論だけでな く実践として

根づ くように工夫す る。
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4実 態調査

(1}調 査 内容

研究 を進 めるに当た り、「食生活」 に関 す る実態調査 を行 った。

①調査 対象 教育研究 員所属校6校 第二学年男女769名

②調 査時期 平成10年10月

(2>集 計結果

ア 食生活調査1閣 はい 四 いいえ

①食事は、だいたい決まった時刻にとっていますか。

②三食を欠かさず食べていますか。

③食事には、十分な時間をとっていますか。

④朝食を毎日食べていますか。

⑤緑黄色野菜を摂取するように心がけていますか。

⑥その他の野菜 ・果物 は、毎日摂取 していますか。

⑦豆 ・豆製品を週3回 以上は、摂取 していますか。

⑧海草類を週3回 以上は、摂取 していますか。

⑨魚料理を週3回 以上は、摂取 していますか。

⑩牛乳や乳製品を毎日摂取 していますか。

⑪塩分の取 りすぎに注意 していますか。

⑫好 き嫌 い無 く何で も食べていますか。

⑬いろいろな食品(一日30品目くらい)を食べていますか。

⑭食事の際、栄養バランスのことを多少なりとも考えてし、ますか。

0 20 40 60 80 100%

イ 外食 ・中食の利 用度調査

フ ァース トフー ド店 の利 用回数

外食 ・宅 配(ピ ザ等)の 利 用回数

囲 月に1回 以内 騒 月に2～3回 □ 月に4回 以上

0 20 40 60 80 100%

國 月に1回 以内 闘 月に2～3回 □ 月に4回 以上

加工食品(冷凍食品・レトル ト食品等)

イ ンスタン トラーメ ン・カップ麺

調理済み食食品(弁当・総菜・おにぎり等)

コ ンビ ニの 利 用 回 数

'

31.0

1.lllllIl

0 20 40 60 80 100%
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ウ ど の よ うな食 品 を 買 った り注 文 した り して い ます か(記 述 され た もの の ま と め)

・ンビニでよ面 爵 溺 「 ・一ス・・一ド店でよく司 雁 や奮 でょ廠 する

際 篶 瞥 襟 禦;茎か1treL:/Ila.eですか
到

Ill慧篇 剴 髭 鑑 ≒ 旨三憂≡
グ=]

(3>調 査結果 の考察

今年度 の研究 に当た り、農林水産省 の消費 モ ニ ター調査(平 成9年3月 発 表)「 外 食 。
な

中 食 の動 向 に っ い て」 を 参 考 に した。 調 査 に よ る と平成3年 度 に比 べ 、 外 食 や 中食 の利 用

頻 度 が 増 え て い る傾 向 に あ った 。 そ こで 、外 食 産 業 が 発 達 し、 コ ン ビニ エ ン ス ス トァ ーが

ど こ の地 に もあ る現 状 か ら、 中学 生 が どれ く らい利 用 して い る のか 、 「食 生 活 と外 食 ・中

食 の 利 用 度 」 を合 わ せ て調 査 して み た。

フ ァー ス トフー ド店 で は、 ハ ンバ ー ガー店 の利用 が ほ とん どを 占め て いた。 セ ッ トメ・ニュー

が 安 価 で あ り気 楽 に入 れ る雰 囲気 が 申 学生 に受 け入 れ られて い るよ うだ。 ま た 、 イ ンス タ

ン トラ ー メ ン(カ ッ プ麺 を含 む)を 週 に2～3回 食 べ て い る生 徒 が、 調 査 生 徒 の 半 数 以 上

を 占 め、 中学 生 の 食生 活 に イ ンス タ ン トラ ー メ ンが 深 く浸 透 して い る こ とが 分 か った 。 コ

ン ビニ エ ンス ス トア ー の利 用 度 も週 に2～3回 が 一 番 多 く、 少 しお腹 を満 た す食 品 を よ く

利 用 して い る こ とが分 か る。 「食 べ た い時 に す ぐ食 べ られ、 手 間 を か け ず に お 腹 が い っぱ

い に な れ ば よ い。」 と い う傾 向 に あ る こ と も確 か で あ る と実 感 した。

この よ うな子 供 た ちの 実態 か ら、 外 食 、 申 食 、 イ ンス タ ン ト食 品 の栄 養 的特 質 に 目 を向

け さ せ、 そ れ らの 問題 点 を理 解 させ た上 で 、 自分 た ち の力 で健 康 的 な食 生 活 を 営 む 力 を育

て る こ との必 要 性 を 強 く感 じた。

そ こ で、 研 究 を進 め るに 当 た って は、 「生 徒 がH頃 よ く食 べ て い る、 中 食 や イ ン ス タ ン

ト食 品 を教 材 と して 取 り入 れ 、 そ れ らの栄 養 価 を理 解 させ る こ と」 「自分 た ち の 力 で 問 題

を発 見 し実 生 活 で 生 か せ る よ う、 体 験 的 な学 習 を多 く取 り入 れ る こ と」 が 大 切 で あ る と考

え た。

こ の学 習 を 「食 物」 領 域 の ま と め と して取 り入 れ る こ とで 、 日頃、 何 気 な く食 べ て い る

外 食 、 中食 、 イ ンス タ ン ト食 品 は栄 養 的 に偏 りが あ る とい う こ と に気 付 き、 こ れ ま で学 習

して きた 内容 を生 か しな が ら、 自分 の手 で バ ラ ン スの よ い食 生 活 を営 み 、 健 康 を維 持 で き

る生 徒 を育 て た い と考 え 、 研 究 を 進 あ る こ と と した。

韮

※ 中食(な か しょく);『 外(店)で 作 った ものを家 で食 べ る」 ことを言 う。 「ち ゅう し ょく」

「ち ゅうじき」 と も言 うが、一般 に は 「なか しょく」 と言 っている。

(例)弁 当、総菜、店屋物、宅配 食品(ピ ザ等)

外食(が い しょく)=「 外(店)で 作 った ものを外(店)で 食 べ る』

内食(な い しょ く)こ 『家で作 った ものを家 で食 べ る』

(農林水産省外食産 業室)

L-一____

　囎縣「 コ
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5年 間指導計画

学 習 目 標 指 導 内 容 時数

1青 少年の栄養 8

(1)食 事 の役割 につ いて考 える。 食事 と食物の栄養素の働き

② 栄養素の働 きについて知る。 栄養所要量
(3)青 少年 の栄養 の特徴 にっ いて知 る。 食品群別摂取量のめやす

(4)食 品 の栄養 的特 徴 にっ いて知 る。 食事の計画(献 立作成)

(5)一 日に必要 な食 品の種 類 と概 量 を知 る。

2食 品の選択 4

(6)生 鮮食品や加工食品の品質を見分け、用途に 生鮮食品の特徴と鮮度の判別

応 じて適切に選択できる。 加工食品の種類や特徴

食品の表示と見方

3日 常食の調理 16

㈹ 米、魚、 肉、牛乳 、野菜、小麦粉 の調理上 の めん類を用いての調理

性質 を知 り、適切 な取 り扱 いが で きる。 魚や肉を用いての調理

(8>基 本的 な調理操作 がで きる。 米を用いた変わり飯の調理

(9>食 品や調理用具の安全で、衛生的な取 り扱い 小麦粉を用いた簡単な菓子の調理

がで きる。

4適 切な食事と献立 7

㈹ 食品群別摂取量 にみあった適切な献立を考え バランスの取れた食生活

ことがで きる。 不足する食品を使 った調理実習

⑪ 適切な食事のとり方にっいて考え、実践する よりよい食生活

ことがで きる。

題材 「4適 切 な食事 と献立」 の指導計画(7時 間配当)

指導計画案作成 にあた っては、以下 の ことに留意 した。
ラ

ラ

ラ

ラ

ー

り
自

00

4

(

(

(

(

興 味 ・関心 を高 め るために導入部分 の工 夫をす る。

資料 や教材 ・教具 を活用 し、実生活 に役 立つ学習内容 とす る。

調 べ学 習や実習 を通 して課題解決 がで きるよ うにす る。

ま とめ学 習を 円滑 にす るために ワー クシー トを工夫す る。

学 習 目 標 指 導 内 容 留意点および評価(*) 時数

自分 は1日 に何の栄養素を どれだけとった 事前 に食生活 の点検調 査を行い、集計 してお く。

食事の内容により栄養の偏 りができ らよいか、栄養所要量の表でふ り返 る。点 必要な栄養素 と所要量を資料を見て思い出すよう
ることに気づ く。 検調査の集計結果をもとに自分たちの食生 声 をかける。

課
活の傾向をっかむ。 「青少年 の栄 養」 での学習 との関連 に配慮す る。

題 ワーク シー トに記入 させなが ら学習を進 める。

食生活 は、20年 前 とどの様 な違 いがあるの *食 生活 の傾向にっいて知 ることがで きたか。調

の 現在の食生活の問題点に気づくQ か考え る。(食 生活 の変化) 理加工に関する技術の発達、家事労働の社会化、 2

嗜好 の多様化にふれ る。
発 内食 ・外食 。中食の違 いとその傾 向につい

て知 る。 *食 生活 の問題点に気がっ いたか。
見 日常 の家庭の食事また は給食 と比較 してみ る。

献立の必要性 にっいて再確認 す るg 市販食品の栄養価を知り、自分たちの食生
活の栄養バ ランスにつ いて考 える。 *献 立の必要性にっいて理解で きたか。

献立を立てる手順を確認する。 1食 分で補えない場合 は、一 日、2～3日 単位 で

①課題 ごとにグループを編成 し、 グループ 補 うよ うにすればよ いことを補足す る。

ごとにバ ラ ンスの取れ た献立を作成する。 *バ ランスの とれた献立を工夫す ることがで きた

(指導事例1) か。

栄養 バラ ンスのとれた献立 を工夫す 昼食 に、中食 をとって場合 に限定す る。 献立作成 は、食品の概量(g)に よ り指導する。 2

ることがで きる。 1日 分の献立 と して考 える。 中 食 と して 、Aカ ップ麺、Bチ ー ズバ ー ガーセ ッ

課 ト、Cの り弁当の中か ら選ばせ る。

題 (中食…外(店)で 作 ったものを家 に持 ち帰 っ

の
解

てたべ る食事。)

決 ②自分たちの立てた献立を発表する。 *工 夫 した献立を、わか りやす く発表 できたか。 0.5

(指導事例2)

工夫 した献立を調理することができ ③工夫 した献立の中から実習題材を選択し 、1時 間実習で出来上が る題材 にす る。 1.5

る。 実際 に調理す る。(指 導事例3) *献 立の通 りに調理す る ことが できたか。

簡単な工夫をすればよいことに気づ ④実習のまとめをし、簡単な調理例を紹介
く。 す る。 0.5

課 バ ランスの とれた食生活を送 るため ワ ー ク シ ー トを ま とめ、 発 表 す る。 *課 題 を理解 し、発表す ることがで きたか。

整題 の工夫について発表す ることがで き 0.5

理の る。
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6指 導事例

(1)指 導 事 例1「 適 切 な 食 事 と献 立(献 立 作 成)」

◎ 学 習 課 題 ・昼 食 に外 食 や調 理 済 み 食 品 、 持 ち 帰 り食 品 を食 べ る場 合 、 ど の よ うな 食 品

(食 材)を 補 う と、 バ ラ ンス の よ い一 日の献 立 が で き るか を 考 え 、 工 夫 す る。

・簡 単 に で き る野 菜 を使 った 調 理 を 考 え る こ とが で きる
。

課

題

の

発

見

課

題

の

解

決

1

課
題
の
解
決
2

課

題

の

整

理

学習内容及び学習活動

○本時の学習のめあてを知る
・昼食に中食を食べると栄養の偏りができることを

理解する。
・ワークシー トに従 って献立作成の手順を理解する。
・食事の取 り方によって栄養のバランスが異なるこ

とを理解する。
・献立の工夫によって食品群の偏りが是正できるこ

とを理解する。

○献立の作成
・昼食のメニューを選ぶ。(班 で相談)

朝 ・夕の小計に昼食を合計する。合計から過不足

を計算する。
・昼食に中食をとった時の1日 の献立を作成する。
・昼食にどんなものを加えると過不足を修正できる

かを考える。
・調理実習することを考え、野菜を使 った料理を加

えて献立の修正する。
・補 う野菜料理は朝食 ・昼食のどちらかで30分程度

で完成できるものを考える。
・調理方法にも工夫をこらし、同 じようなものにな

らないように気を付ける。
・材料の準備が しやす く、自分たちでできる範囲の

ものにする。
・中食の栄養的傾向を理解 し、献立作成が不足 して

いる栄養素を補うものか点検する。
・グループごとに献立作成の作業を続ける。

0実 習の計画
・完成 した献立表をもとに調理実習計画を立てる。
・材料の分量、分担をきめる。

ワークシー トに記入する。作 り方 ・手順を整理する。

完成 した献立の検討をする。
・献立作成の中で気付いたことをまとめる。
・食事の内容によって栄養に偏 りができることを理

解する。
・不足 しやすい栄養素を補 うことができたかを見直

す。
・食事をとる時には栄養のバ ランスを考えていろい

ろな食品をとることの大切 さを知 る。

指導上の留意点 ・教材 ・教具

・本 時 の 目標 を 明確 に す る。

・ワ ー ク シー ト(献 立 表)の 準 備 を す る
。

・ワ ー ク シー ト6のAの 献 立 表 を使 って 説 明

す る。

・ワ ー ク シー ト6のBの 献 立 表 を使 って説 明

す る。

・献 立 作 成 の手 順 を理 解 さ せ
、 手 順 に従 って

作 業 をす る こと を理 解 さ せ る。

・昼食のメニュー3点 を用意する。
・グループになって昼食に中食をとった時の

献立を考える。
・昼食にどんなものを加えるとよいか考える

牛乳 ・果物などそのまま食べ られるものを

加え、さらに簡単にできる野菜料理を考え

る。

野菜の調理例の資料 ・料理の本の準備
・三食の合計を修正 し、過不足を修正す る。
・朝食に付け加える料理を考える。

簡単にできる野菜料理を中心に考えるよう

助言する。
・献立作成が適切に行えているか机間指導を

する。
・献立の中で不足 している栄養素、食品を自

分たちで発見することができているか確認

する。
・不足 している栄養素が充分補えていないグ

ループは修正するよう助言する。

ワー ク シー ト10を 配 布 す る。

・調 理 実 習 計 画 が し っか りで きて い るか 確 認

をす る。 材 料 の分 量 ・分担 を確 認 す る。

・栄 養 のバ ラ ンス が よ い か再 度 検 討 し
、 修 正

をす る よ う助 言 す る。

・次時の学習の確認をする

時間

25

分

5

分

20

分

15

分

10

分

15

分

10

分

評価 ① 中食 の栄 養に偏 りのあ ることが理解 で きたか。

② 中食 の栄養 を補 う献立 を立 て る事がで きたか。

③不足 しやすい栄 養素 を補 う簡単 な料理 を考 え ることがで きたか。

④意欲的 に献立作成 に取 り組 んだか。
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(2>指 導 事 例2「 適 切 な食 事 と献 立(グ ル ー プ発 表)」

◎ 学 習 課題 ・工 夫 した献 立 を、 わ か りや す く発 表 す る。

・グ ル ー プ ご との発 表 を 聞 き、昼 食 に中 食 を と った場 合 、 ど の よ うに工 夫 す

れ ば、 バ ラ ンス の よ い食 事 にす る こ とが で き るか を 知 る。

課
題
の
発
見

課

題

の

解

決

1

課

題

の

解

決

2

課
題
の
整
理

学習内容及び学習活動

○本時の学習のめあてを知 る。
・作業の進め方を知るQ

・発表の準備

・前 回 の調 べ学 習 で使 った ワー ク シー ト7か ら
、 ワー

ク シー ト8と 発 表 用 の プ リ ン トに必 要 な数 値 を入

れ、 線 で結 ぶ。

・レー ダ ー チ ャー トに 色 付 けす る
。

・班 で話 し合 って
、 工 夫 した献 立 の説 明 を ま とめ、

ワ ー ク シー ト8と 発 表 用 プ リ ン トに書 き込 む。

(追加 した理由と、工夫 した点を発表用にまとめて

お く。)

○ 発 表

・班 ご と に、 ワ ー ク シー ト8を 提 示 し、 発 表 す る。

・他 の 班 の 発 表 を聞 き、 ワー ク シー ト9に 記録 す る。

・ま とめ

・工 夫 の仕 方 に よ って、 中食 を と って もバ ラ ンスの

とれ た食 事 に な る こ と に気 付 く。

・感 想 を ま とめ る
。

・そ の他 に も
、 手 軽 にで き る工 夫 した野 菜 料 理 が あ

る こ とを 知 る。

1
1。作 り方の手順を確認する。

0次 時の実習の確認
・次時に、今回考えた料理を実習することを知る。
・実習のための計画を確認する。
・材料の分量、分担を確認する。

指導上の留意点 ・教材 ・教具

・本 時 の 目標 を は っき り示 す
。

・前 時 に学 習 した プ リ ン トを確 認 す る
。

・食 品 群 別 レー ダ ー チ ャー トの見 方 を確 認 し

ワ ー ク シ ー ト8の 食 品 群 別 レー ダ ー チ ャー

トは一 目盛 りの 単 位 の量 が 食 品 群 ご とに違

う こ とが 分 か る よ うに説 明 を 補 う。

・ワ ー ク シ ー ト8と 発 表 用 の プ リ ン トを用 意

す る。(ワ ー ク シー ト8と 同 じ も の だ が 、

発 表 用 と して 画 用 紙 に印 刷 す る。)

・実物投影機の用意をする。

・書 き込 ん だ もの で発 表 で き る よ う に
、 項 目

を ワー ク シー ト8に 印刷 して お く。

・机 間 指 導 を しな が ら レー ダー チ ャ ー トの 書

き方 の補 足 と発 表 者 と発 表 内 容 ・手順 を 確

認 す る。

・ワ ー ク シー ト9の 記 録 用 の ワー ク シー トを

配 布 す る。

・発 表 者 以 外 の生 徒 の記 録 の と り方 に つ いて

指 示 を し感 想 を ま と め て い くよ う、 助 言 す

る。(3分 ×6班=18分)

・その他にも、簡単にできる野菜料理があれ

ば聞いてみるQ
・別紙で、簡単な料理を紹介する。

・修正 す る と こ ろが あれ ば 修 正 して もよ い こ

とを 伝 え る。

・机 間 指導 を しな が ら、 確 認 で きて い るか ど

うか を 確 か め る。

・ワー ク シー ト8と9の 提 出 を 促 す 。

時間

3

分

10

分

10

分

20

分

10本 時 の ま とめ を す る。

・次 時 の学 習 に つ い て知 る
。

5

分

2

分

○評価

・中食 の栄 養 を 補 う献 立 を考 え る こ とが で きた か 。

・発 表 に 関心 を もって 聞 く こ とが で きた か。

・発 表 内容 が 簡 潔 に ま と あ られ て い るか。

・実 習 に対 す る意 欲 と内 容 の確 認 が で きて い るか
。
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㈲ 指導 事例3f適 切な食事 と献立(調 理実習)」

◎学習 課題 ・昼食 に外食 や調理済 み食 品を食べ る場合、 どの様 な食 品(食 材)を 補 うと、

バ ランスのよい一 日の献立 がで きるかを考 え、献立 を工夫す る。

・野菜 を使 った、簡単 な調理 をす ることがで きる。

・安全 に留意 しなが ら、 実施計 画 にそ って能率 よ く作業で きる。

課
題
の
発
見

課
題

の
解
決

(調
理
実
習
)

課
題
の
整
理

学習内容及び学習活動

・身支度を整え、必要な用具、材料を準備する。

○本時の学習のめあてを知 る。
・各班で計画 した実習計画に従 って分担を確認する。

○調理手順通 りに、手際よ く作業する。

・人数分に合わせ、正 しく計量する。
・材料に適 したあっかい方をする。

・(例)ひ じきの煮付け

切り干 し大根の煮付け

かぼちゃの煮物

ほうれん草ののり巻

アスパラとベーコンいため
・盛 り付け、配膳、試食、後片付け

○ 本 時 の ま と め を す る

・ワ ー ク シー ト10に そ って 本 時 の学 習 の ま とめ を す

る。

・実 習 内 容 は、 献 立 に 合 った もの か ど うか確認 す る。

・作 業 分 担 、 で きば え 、 後 片 付 け は き ちん とで き た

か、 確 か め る。

指導上の留意点 ・教材 ・教具

・計画表に従 って、実習の準備をするよう促

す。
・実習の課題にそって作業を進めるよう促す。

・計画に変更のある場合は、再確認する。

・安全に気を付けて、作業を進めるよう注意

する。
・既習事項の確認をし、野菜の正 しいあっか

い方や乾物の扱いができるよう指示する。
・各班の実習内容に合 った資料を準備 してお

く。
・実習中は各班を巡回指導 し、それぞれの内

容にあった助言ができるようにする。

・できあがったものを確認 し、それぞれの材

料の扱いが適切に行えたか、確認する。

・立 て た 献 立 表 に適 した、 内容 で あ った か を

確 か め、 工 夫 の み られ た所 は賞 賛 す る。

・ワ ー ク シー ト10を 準 備 す る。

時間

5

分

30

分

5

分

10

分

評価 ①野菜 の調理 を適切 に行 うことがで きたか。

②安全 に注意 し、意欲的 に実習 に取 り組ん だか。
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(4)指 導事例1の 考察

本事例 は、中食 を昼食 と して利 用 した場合、栄養 に偏 りがで きる ことを理解 し、 不足 し

やす い栄養素 を補 うための献立 を考え る学習で ある。次時 は、 グループ ごとに作成 した献

立を発表 して課題 の共有化 を図 り、 さ らに、実際 に調理す る学習へ と広 が る授 業 で あ る。

○導入 の工夫… …中食 を昼食 と して利用す る ことで生徒 の興味 ・関心を高 めるように した。

中食を よ く利用 してい る自分 の食事を振 り返 り、栄養 のバ ランスが整 っていない ことを

課題 と して見付 け出す ことがで きた。 不足 して いる栄養素 は、 ビタ ミン類 が多 く、それ

を補 うたあ、野菜 を用いた調理 が必要 なこと も理解で きた。

○体 験的 な学習 の工夫 ……献立 を作成 し、野 菜の調理を考 える場面 では、 自分 が普段 食べ

て いる野菜 サ ラダを思 い浮 かべ る生徒が多か った。 しか し、生 の野菜 では緑黄 色野 菜を

多 く用 いるこ とは難 し く、 また、野 菜の摂取 量 も不足 しが ちな ことも分 か った。野 菜を

調理 して用 いる ことを、既 習の調理実習や家庭で経験 した調理 などか ら考 え ることや資

料 な どの文字情報 か ら考 え ることで、乾物の戻 し方、野菜 の扱 い方 な ど調理技術 の定着

を促す ことに もっなが った と考 え られ る。 また、 グループ討議 や グルー プ発表 の形態 を

用い た学 習活動 を展 開す ることで、相 互啓発や相互理解が深 ま り、学習 を効 果的に進め

ることがで きた。

○実 践す る力を養 うための工夫 ……献立 作成 に当 た っては、既習 の知識 を生 か しなが ら資

料 を活 用す る こともで きるよ うに配慮 した。 作成 した献立 を見 ると、 「ほ うれん 草 のお

浸 し」 「グ リー ンアスパ ラのベー コン妙 め」「ひ じきの煮付 け」「切 り干 し大根 の煮付 けj

等 が考え られ、野菜 を中心 と した もの になって いた。手軽 に作 れ る野菜 の料 理を た くさ

ん知 ってお くと中食 を とった時に有効 に活用す る ことが で き、 これか らの食生 活 に役立

っ ことが少 しずっ分 か って きた。 中食 を食事 と して とった時 は、 栄養 に偏 りが見 られ、

補 うべ き ものが ある こと分 か った ことで 「お昼 に ラーメ ンを食べた ら、野菜 も食べ よう」

という気持 ちが表 れて きた。 また、中食を選ぶ時 に 「野菜 が材料 に使 われて いるか を確

かめてか ら買 お う」 とい う生徒 の感想 もあ った。 また、食事 が 自分 の健康 を作 るため に

大切 な要素で あ り、関心 を もって生 活 しなけれ ばな らない ことも理解 で きた。 これ らの

点 か ら学 習 のね らい は達成 で きた と考え られ る。

(5)指 導事例2の 考察

本事例 は、事例1の グループ ごとに考え た献立 を発表

す る展 開例で ある。他 の グループの 発表 を聞 くこ とで、

献立作 成上の観点 の相違 を互 いに知 ることや 自己評価 や

相互評価 を取 り入れ る ことで、興 味 ・関心 の持続や課題

解決 の円滑化 を図 った。

○体験 的な学 習の工夫 ……栄養 のバ ラ ンスにつ いて、視

覚 的にわか るよ うレー ダーチ ャー トを用 い、 実物投影

機 を活用 して、印象 的な発表 に な るよ うに配慮 した。

中食 を各 グループ ごとに選 び発表 したので、他の グ

ルー プが選 択 した中食 の栄養的 な偏 りにっ いて も理解

で きたよ うであ る。 また、「どの よ うに補 ったか」 と
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「その 結 果 ど うな った か」 とい う こ とを ワー ク シー トに ま とめ た た め 、 発表 を 円 滑 に行

う こ とが で き た。 「食物 」 領 域 の学 習 だ けで な く、 生 活 して るい ろ い ろ な 場 面 で 「食 べ

る時 に はバ ラ ンス を よ く」 とか 「バ ラ ン スの とれ た よい 食 生活 を心 掛 け よ う」 と い う情

報 は耳 に して い るが、 「バ ラ ンス と は何 か 」 とい う こ とが、 この レー ダ ー チ ャー トに よ

り、 イ メ ー ジ しや す い もの に変 わ った と思 わ れ る。

ま た、 「カ ップ麺 や チ ー ズバ ー ガ ー セ ッ トに は栄 養 的 に偏 りが あ る こ と」 や 「カ ップ

麺 は、 補 わ な け れ ば な らな い もの が た くさん あ る こ と に気 付 い た、 今 後 役 立 て た い」 な

どが 事 後 の感 想 の 中 に見 られ る こ とか ら、 中 食 にっ いて 、 問 題 意 識 を もっ 姿 勢 が芽 生 え

て きた と考 え られ る。

さ らに、 献 立 作 成 を繰 り返 し行 っ た こ とで 、 少 しず っ で は あ るが、 栄 養 の バ ラ ンス を

意 識 した食 生 活 を心 掛 けな けれ ば な らな い こ とを 自覚 した よ うに思 わ れ る。

発 表 の場 面 で は、 発 表 の 観 点 を ワ ー ク シ ー トに示 した た め、発 表 内容 を ま とめや す く、

発 表 の仕 方 も分 か りや す か っ た よ うに思 わ れ た。 発 表 を 聞 く側 に と って も、 メモ が取 り

や す く、 要 点 を ま と めて 聞 くこ とが で き た。 発 表 を記 録 と して残 す こ とで、 今 後 の 自分

の食 事 の取 り方 に生 か す た め の手 掛 か りと な った よ うで あ る。

今 後 の 課題 は、1単 位 時 間 の 中で 発 表 の準 備 、 発 表 、 実 習 の確 認 を行 うの で 、学 習 内

容 が 多 岐 にわ た る た め、 ね らい が拡 散 して しま わ な い よ う に、導 入 時 点 の 指導 に注 意 を

払 う必 要 が あ る。 ま た、 場 合 に よ って は、 発 表 と調 理 実 習 の順 序 を入 れ 変 え る な どの 指

導 計 画 の 改 善 や 工 夫 も必 要 で あ る と考 え る。

(6)事 例3の 考 察

事 例2を 経 て 、 実 際 に調 理 実 習 を す る展 開例 で あ る。 本 時 の調 理 実 習 は、 自分 た ち の作

成 した献 立 の中 か ら野 菜 を 中心 と した調 理 を1単 位 時 間以 内で作 る もので あ る。各班 に よ っ

て 実 習 内 容 が 異 な る の で、 教 師 の事 前 の準 備 は周 到 に しな けれ ば な らな い。

○ 体 験 的 な学 習 の工 夫 … …調 理 実 習 の実 態 か ら判 断 す る と、 本 時 に実 習 した献 立 の材 料 の

中 で 、 ひ じ きや切 り干 し大 根 に つ いて は、 普 段 、 家 庭 で も目 にす る こ とが少 な い よ うで、

調 理 方 法 や販 売 され て い る実 態 も分 か らな い生 徒 が 増 えて い るよ うで あ る。 ま た、 自分

の身 近 な食 事 か ら考 え られ る野 菜 は、 サ ラ ダ と して 用 い られ て い る こ と が 多 い よ う で、

野 菜 の献 立 と して 「サ ラ ダ」 を 挙 げ る生 徒 が 多 か った こ とで も分 か る。 野 菜 を 煮 た り、

茄 で た り して食 べ る調 理 法 を 多 種 類 知 って い る生 徒 は少 な か った が、 本 時 の学 習 を通 し

て、 野 菜 の調 理 に つ いて 、 興 味 ・関 心 を もっ こ とや実 際 に調 理 で き る献 立 が広 が った よ

うで あ る。

野 菜 を効 果 的 に摂 取 す る た め の調 理 法 を学 ん だ こ とで、 外 食 や 中食 を利 用 した食 事 を と

る と きの 栄 養 の 補 い方 を具 体 的 な調 理 と して理 解 で きた よ うで あ る。

○ 実 践 す る力 を養 うたあ の工 夫 … …家 庭 で調 理 の経験 が 多 い生 徒 は、 実 習 が 円 滑 に進 あ られ

て い る。 この ことは、 日常 的 に調理 を行 う ことが 、調 理 に対 す る興 味 ・関 心 や 技 術 を高 め

る ことにつ なが る ことを再 確 認 す る こと とな った。 素 材 か ら調 理 す る ことが よ い こ とは分

か って い るが、調理 済 み食 品 を用 い る こ とを否 定 で きな い状 況 が あ る。 この こ とか ら利 用

時 の留意 事項 や付 け合 わせ の一 品 な どの具 体 的 な調 理 を 身 に付 け る こ とで 、 自 らの食 生 活

を豊 か に営 む ことにっ なが り、家庭 で の実 践 の力 を補 う ことにな る こ とが分 か った。
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7研 究のま とめ と今後の課題

本研究で は、生徒が体験 的な学習 を通 して、主 体的 に実践す る力 を育 て るたあに、 問題意

識 を もっ力、判断す る力、実践 す る力を身 に付 ける ことをね らい とした。 また、 このね らい

を達成す るたあに、導入 の工夫、体験 的 な学習 の工夫、実践 す る力 を養 うための工 夫を研 究

し、次の よ うにま とめ ることがで きる。

○導入 の工夫

生徒 の興味 ・関心 を高 め るた めに、生徒が手軽 に利用 してい る中食 を教材 と した。 事前

のア ンケー トの結果 か ら、生徒の食生 活中 に、中食 や外食 が浸透 していることが分かった。

生徒 は、 中食 の栄 養バ ランスが整 って いない ことを感覚 的に理解 していたが、 レーダー

チ ャー ト等 の ワー クシー トを活用す る ことで栄養バ ランスを視覚 的に と らえ、理 解を深 め

る ことがで きた。 この ことか ら中食 を利用す るときは、不足 す る栄養素を補 う方法 として、

身近 な食品 を用 いた簡単 な調理 に取 り組 む ことがで きた。 また、食物領域 のまとめとして、

食生活 を振 り返 るきっかけを とな った。 中食 にっ いて考 えた ことで、 自分 の食生 活 を具体

的 に振 り返 り問題意識 を もっ ことがで きた と考 え られ る。

○体験的 な学習 の工夫

具体的 な献立作成 や調 理実習 を通 して、 バ ランスの とれた食生活 にっ いて実践す る きっ

か けをっか めた と考 え る。 特 に、 自分 の立 てた献立 を調 理実習す ることは、食生活 に対 す

る興味 ・関心 を高め るだ けで な く、 自分 の生活 の中の課題を見 い出 し、解決へ と結 び付 け

る ことがで きた。 また、 グループ ごとの討論 や発表 な ど、 グル ープ学習 の形態 を用 いた こ

とで、生徒相互 の学 び合い や情報 の共有化 がで き、 自分 た ちの力で問題を解決 しよ うとす

る意識 を高 め ることに もな った。

調理実習 な どの体験 が少 ない生徒 に とって は、既 習事項や生活体験 を有効 に活用 で きる

よ うな題材構成 をす ることが、体験 を補 う手立 て とな ること も分か った。

○実践す る力 を養 うための工夫

自分 が作成 した献立を調理実習す ることで、 自分 の食生活 を具体的 に とらえ ることがで

きた。授業後 の感想 の中 に 「手軽 にで きる野菜 の調理 を た くさん知 って これか らの生活 に

役立 てて行 きたい。」 とあ った ことか らも分か る。 また、実習 に対 す る態 度 も積極 的 で、

普段、調理 す る機 会の少 ない材料 を使用 した ことも、生徒の体験を深 める きっかけ とな っ

た。 さらに、試 食後の感想 も 「おい しか った」 「他 の班 の ものを作 って み たい」 とあ り、

実践 してみよ うとす る兆 しが感 じられた。実習 か ら数 日後の生徒の声 の中 に 「家で作 って

みた」 とあ り、家庭 での実践が定着 しつ つあ る生徒 もみ られ た。

本研究 は、上 記の具体的 な研究方法 で、生徒 が 自分 の食生活 を振 り返 り、問題意識 を もつ

こと、適切 な判 断をす ること、学 んだ ことを実 際の生 活の中 に生かす ことを中心 に進 めて き

た。結果 は、 それ らの力が少 しずつで はあるが付 いて きた と考え られ る。

しか し、学 習 した内容が実際 の生徒 の家庭生活 の中で、 どの よ うに活用 しているかについ

ては、 レポー ト等 によって確認す る必要 があ る。 また、 本研究で は評価 にっ いて深 あ ること

がで きなか った。 この点 にっ いて は、今後 の課題 と したい。
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